
教
団
の
沿
革

初
代
会
長
飯
島
將
吉
師
、
飯
島
清
江
婦
師
は
、
昭
和
二
十
八
年
二
月
十

一
日
、
神
の
御
詞
に
基
き
、
神
奈
川
県
厚
木
市
に
於
て
、
希
れ
な
る
心

の
会｢

希
心
会｣

を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、
宗
教
法
人
希
心
会
は
い
ず
れ
の
宗
派
に
も
属
せ
ず
、
在
家
の
教

団
と
し
て
独
自
の
発
展
を
遂
げ
、益
々
、教
勢
を
拡
張
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

初代会長　飯島將吉 師

ニ代会長　飯島清江 婦師

三代会長　飯島　匡 師

飯島佐起子 婦師

希心會本部
〒243-0022 神奈川県厚木市酒井969-1

046-227-1800
希心會道場

〒243-0022 神奈川県厚木市酒井950-1
046-228-3355

希心會ホームページ
ＵＲＬ http://kishin.or.jp

東名高速道路

厚木インター

酒井前田交差点

小田原厚木道路

国
道

129号

小田急線

至名古屋

至東京

至
新

宿

至小田原

愛甲石田駅

至
平

塚

希心會

H30.7-5000

●經　巻 500円
●過去帖 550円
●お数珠（男物） 2,500円
　　　　（女物） 2,100円
　　　　（子供用） 1,500円
●おたすき 450円
●会　章 500円
●会　費（月額） 100円
●一部經（大） 2,160円
　　　　（小） 1,836円
●御山修行の際の行衣（標準サイズ）
 3,700円

入
会
の
手
続
き
及
び
佛
具

    

入
会
さ
れ
る
方
は
、
会
の
維
持
費
と
し
、
一
世
帯
一
ヶ
月
百
円
の
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　希
心
会
は
在
家
の
教
団
な
の
で
、
会
長
以
下
、
各
支
部
長
、
幹
部
の
全
員
が
無
報
酬
で
行
じ
て
お
り
ま
す
。

教
団
か
ら
給
料
を
も
ら
う
専
従
者
は
一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。
会
の
運
営
は
会
費
の
中
で
賄
え
る
の
で
、

会
員
か
ら
の
寄
付
や
お
賽
銭
、
物
品
等
は
一
切
い
た
だ
き
ま
せ
ん
し
、

佛
具
な
ど
の
強
要
販
売
な
ど
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

　た
だ
し
、
所
定
の
經
巻
、
過
去
帖
、
数
珠
、
お
た
す
き
、
会
章
な
ど
は
實
費
で

購
入
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
値
段
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。



供
養
の
仕
方

希
心
会
で
は
、
自
分
の
父
方
、
母
方
の
代
々
の
御
先
祖
（
血
縁
、
婚
姻
関
係
等
）
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
た
總
戒
名
を
祀
っ
て
、

家
庭
で
御
經
を
上
げ
供
養
す
る
事
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

①
題
目
の
唱
え
方
（
題
目
は
次
の
よ
う
に
唱
え
ま
す
。
こ
れ
が
三
唱
で
す
。
眼
を
閉
じ
な
い
こ
と
）

　南
無
妙
法
蓮
華
經
南
無
妙
（
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
ー
キ
ョ
ウ
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
）※
こ
こ
で
息
を
つ
く

　法
蓮
華
經
南
無
妙
（
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
ー
キ
ョ
ウ
ナ
ム
ミ
ョ
ウ
）※
こ
こ
で
息
を
つ
く

　法
蓮
華
經
（
ホ
ウ
レ
ン
ゲ
ー
キ
ョ
ウ
）※
こ
こ
で
終
る

②
お
經
巻
の
上
げ
方

　朝
の
供
養
を
基
本
と
し
ま
す
。
タ
ス
キ
を
掛
け
、
お
数
珠
を
持
ち
、
法
座
に
正
対
、
一
礼
し
、
題
目
を
三
唱
、
そ
れ
か
ら

　お
經
巻
を
上
げ
ま
す
。

　お
經
巻
は
最
初
の
天
津
祝
詞
か
ら
最
後
の
祈
願
唱
ま
で
、
省
略
せ
ず
心
を
こ
め
、
急
が
ず
読
誦
い
た
し
ま
す
。

　お
經
巻
は
一
品
（
一
章
）
の
終
り
に
必
ず
題
目
を
三
唱
し
て
次
に
移
り
ま
す
。

③
お
数
珠
の
持
ち
方

　房
が
三
つ
の
方
を
右
手
の
中
指
に
掛
け
、
お
数
珠
を
一
つ
綾
に
し
て
片
方
を
左
手
の
中
指
に
掛
け
ま
す
。

④
タ
ス
キ
の
掛
け
方

　希
心
会
と
名
前
の
書
い
て
あ
る
方
を
前
に
し
、
左
肩
か
ら
右
脇
下
に
掛
け
ま
す
。
し
ま
う
と
き
は
、
裏
返
し
に
し
、
四
つ
に

　畳
み
ま
す
。

⑤
お
燈
明
、
お
線
香
の
上
げ
方

　お
燈
明
は
通
常
、
一
本
と
し
、
お
線
香
は
三
本
横
に
並
べ
て
立
て
ま
す
。

⑥
總
戒
名
の
前
に
コ
ッ
プ
に
水
を
供
え
ま
す
。

※
備
考

　希
心
会
は
い
ず
れ
の
宗
派
に
も
属
さ
ず
、
先
祖
の
供
養
を
希
心
の
正
し
い
行
法
で
自
ら
行
う
こ
と
が
根
本
で
あ
り
、
あ
な
た

の
家
が
何
宗
の
檀
家
に
な
っ
て
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
葬
儀
な
ど
の
仏
事
は
、
通
常
各
家
庭
の
宗
派
の
方
法
で
執

り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

主な年中行事
●新年の儀式
　　1月、元旦に午前11時より道場で普賢菩薩様の新年
　　の御詞をいただき、祈願の經文を上げます。

●開教記念日
　　2月11日午前9時より記念式典ならびに午前10時より
　　午後4時迄説法会が開かれます。

●清澄山祈願参拝
　　原則として、毎年4月、5月の2ヶ月にわたり各支部毎
　　に定められた日に参拝します。（1泊2日）

●清澄山祈願参拝下山祝賀説法会
　　原則として、6月の第1日曜日か第2日曜日に道場で
　　午前10時から午後4時まで説法会が開かれます。

●身延七面山祈願参拝
　　原則として、毎年9月、10月の2ヶ月にわたり、各支部毎
　　に定められた日に参拝します。（1泊2日）

●身延七面山祈願参拝下山祝賀説法会
　　原則として、11月の第1日曜日か第2日曜日に道場で
　　午前10時から午後4時まで説法会が開かれます。

●本部法座日
　　毎月11日、20日の2回、午後12時30分より午後4時まで、
　　道場で読經、説法が行われます。

●各支部法座日
　　各支部毎月1回所定の日に開かれます。

希
心
の
教
義

  

希
心
の
教
え
は
、
立
教
の
大
綱
に
示
さ
れ
て
あ
る
通
り
、
釋
尊
の
説
か
れ
た
妙
法
蓮
華
經
（
法
華

經
）
を
基
と
し
、
各
自
が
各
家
庭
に
於
て
御
先
祖
を
供
養
す
る
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

  

各
家
庭
に
は
そ
れ
ぞ
れ
億
々
萬
劫
と
い
わ
れ
る
遠
い
過
去
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
数
々
の
悪
因

縁
が
積
み
重
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
悪
因
縁
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
苦
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
ま
つ
わ

る
悪
因
縁
を
洗
浄
す
る
に
は
、
釋
尊
が｢

諸
經
の
中
の
王
な
り｣｢

此
の
經
は
能
く
一
切
衆
生
を
救
い

た
も
う
者
な
り｣

と
し
て
悪
世
末
法
の
衆
生
の
た
め
に
説
き
遺
さ
れ
た
法
華
經
に
歸
依
、
随
順
し
、

そ
の
教
え
を
正
し
く
實
践
す
る
こ
と
が
第
一
で
す
。

　
希
心
会
が
他
の
在
家
法
華
經
系
教
団
と
異
な
る
点
は
、
法
華
經
二
十
八
番
の
普
賢
菩
薩
勸
發
品
に

示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
佛
滅
後
二
千
年
の
後
の
悪
世
末
法
の
世
に
お
い
て
、
釋
尊
の
身
替
り
と
し
て

法
華
經
行
者
を
守
護
す
る
役
を
持
っ
て
出
現
さ
れ
る
普
賢
大
菩
薩
を
、
希
心
会
の
御
守
護
尊
神
と
し

て
鎮
座
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
は
非
常
に
重
大
な
こ
と
で
、
初
代
飯
島
將
吉
会
長
は
「
普
賢
大
菩
薩
ノ
御
守
護
ナ
ク
バ
眞
ノ

法
華
經
行
者
ニ
非
ズ
。
実
ニ
有
難
キ
事
ニ
テ
我
ガ
希
心
会
ノ
ミ
ノ
御
守
護
神
ナ
リ
。
目
出
度
ク
モ
有

難
キ
事
ナ
リ
。
我
等
導
師
一
同
ハ
、
ヨ
リ
以
上
艱
難
努
力
ナ
シ
、
随
一
ナ
ル
法
華
經
道
場
ト
ナ
サ
レ

ン
事
願
ウ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
書
き
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
法
華
經
普
賢
行
の
大
義
は
、
菩
薩
行
に
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
世
を
救
い
、
人
を
救
わ
ん
と

す
る
釋
尊
出
世
の
大
誓
願
を
我
が
も
の
と
し
、
悪
世
末
法
の
世
に
お
い
て
、
自
身
が
救
わ
れ
る
に
は

自
身
の
先
祖
を
正
し
く
供
養
す
る
の
み
で
な
く
、
他
家
の
御
先
祖
を
救
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
自
各

家
庭
の
悪
因
縁
も
洗
浄
さ
れ
懺
悔
が
届
き
、
幸
福
な
家
庭
が
築
か
れ
る
の
で
す
。

　
希
心
会
は
こ
の
因
縁
洗
浄
の
た
め
、
特
に
他
の
教
団
に
は
み
ら
れ
な
い
行
法
、
す
な
わ
ち
、
普
賢

大
菩
薩
の
御
守
護
に
よ
り
、
正
し
く
霊
界
の
神
佛
の
教
え
、
先
祖
の
御
詞
、
御
心
を
取
り
次
ぐ
霊
感

の
御
指
導
を
常
時
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
何
十
人
と
い
う
霊
感
者
が
日
夜
、
そ
の
行
に
励
み
し
か

も
一
切
の
金
銭
、
供
物
を
い
た
だ
き
ま
せ
ん
。

　
こ
の
御
指
導
と
い
う
行
に
よ
っ
て
、
御
經
巻
の
供
養
だ
け
で
は
成
佛
で
き
な
い
御
先
祖
、
御
因
縁

を
名
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
御
法
名
を
送
ら
せ
い
た
だ
き
、
成
佛
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
希
心
会
の
最
大
の
行
法
と
し
て
、
春
の
清
澄
山
、
秋
の
身
延
七
面
山
と
い
う
霊
山
で
の
修
行

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
修
行
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
信
者
は
さ
ら
に
深
い
と
こ
ろ
の
因
縁
の
成

佛
が
い
た
だ
け
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
希
心
の
教
え
に
素
直
に
随
順
し
、
行
ず
る
な
ら
ば
、
各

自
の
寿
命
も
増
益
さ
れ
、
各
家
庭
の
幸
福
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
各
家
庭
の
安
泰
が
成
就
さ
れ
る
な
ら
、
国
家
も
安
穏
と
な
る
道
理
で
す
。
ひ
い
て
は
世
界
の
平
和

に
つ
な
が
り
ま
す
。


